
Ⅰ はじめに

日本の木材需給は２０１０年代後半以降，安定的に推移
してきた。しかし，２０２１年に入り，輸入材の供給不足
と価格上昇を端緒に，国産材を含めた木材の不足と価
格高騰が生じ，いわゆる第３次ウッドショックが発生
した。日本への木材輸入が滞った要因としては，新型
コロナ感染症の拡大などを契機とした米国における住
宅需要の増加による木材の不足と高騰，新型コロナ感
染症の拡大による港湾労働力の不足等によるコンテナ
の滞留と不足，およびフレートの上昇などが指摘され

ている（１，２）。これまでに発生した２度のウッドショック
と同様，貿易環境の急激な変化に国内の加工メーカー
や流通業業者などが対応できずに，木材の供給不足と
価格高騰が発生したといえる。なお，第１次ウッド
ショックは米国の環境政策やマレーシアの資源政策の
変更により１９９０年代初頭に発生し，米マツ，米ツガ，
南洋材の丸太輸入量が減少し，丸太価格が高騰した。
また，２００６年に発生した第２次ウッドショックではマ
レーシアの違法伐採対策の強化によって日本への南洋
材合板の輸入量が減少し，南洋材輸入合板の価格が高
騰するとともに，ロシアの輸出関税引き上げにより，
ロシア材丸太の輸入価格が上昇した（３）。
こうした事象は今後も発生すると考えられることか
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ら，将来に備えてそれを阻止あるいはその影響を緩和
する方策を準備しておくことが重要である。そのため
には，今回の第３次ウッドショックによって国内に生
じた変化を明らかにするとともに，それに対して日本
の木材加工業者や流通業者はどのように対応したのか
について，その要因も含めて明らかにする必要がある。
国内における丸太および製品の価格については多く
の報告があるが（４，５），樹種や品目別の詳細な動向は明
らかにされていない。また，ウッドショックへの対策
として，特に輸入材への依存度が高い部材における木
材自給率の向上，サプライチェーンの再編が課題とな
るとする報告があるが，現在のサプライチェーンの問
題点については示されていない（６，７）。
そこで，本研究ではウッドショックの実態を明らか
にするために，まず木材価格の推移を製品価格と丸太
価格について見るとともに，特に丸太価格については
地域性を明らかにすることにより市場構造の違いがど
のように反映しているかを検討した。次に，外材輸入
の量的変化と価格変化を，輸入材の用途に注目して明
らかにした。さらに加工業者の対応を製材工場，合板
工場での出荷量と在庫量に着目して明らかにし，統計
資料が存在しない集成材工場の対応については聞き取
り調査により明らかにした。最後に，これらの結果を
踏まえて，日本の木材流通構造の課題を木材サプライ
チェーンの違いに着目して明らかにした。

Ⅱ 研究方法

ウッドショックの実態を把握するために，農林水産
省「木材統計」，「木材価格」より，主要な丸太および
木材製品の価格変化の実態を整理した。また，財務省
「貿易統計」より，９桁の コード単位で，主要な輸
入品目について木材輸入量の変化の実態を整理した。
次に，輸入材の減少に対して国内の製材工場，集成
材工場，合板工場がどのような対応を取ったかを把握
するために，製材工場と合板工場については，農林水
産省の「木材統計」，「製材統計」，「合板統計」を用い，
出荷量と在庫量の推移を把握した。集成材工場につい
ては同様の統計がないことから，大規模工場２社に対
して２０２２年１１月に聞き取り調査を行った。
最後に，日本の木材流通構造の特徴を踏まえて，
ウッドショックによってどのようなタイプの木材サプ
ライチェーンが大きな影響を受けたのかを考察するこ
とにより，日本の木材加工流通構造の課題について検
討した。

Ⅲ 木材価格の推移

１ 製品価格
主な製材品について２０１９年１月から２０２２年７月の価格
の推移を見たものが図―１である。価格の変動が最初
に見られたのは米マツ平角とホワイトウッド 間柱

図―１ 製材品の価格の推移
出典：農林水産省「木材統計」，「木材価格」より著者作成。
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で，２０２１年１月から徐々に上昇が始まった。スギ 管
柱などその他の製品の価格が上昇するのは２０２１年４月
からで，図に示す全ての製品で急激に価格が上昇し
た。ホワイトウッド 間柱の価格が先行して上昇し
たのは，次章で述べるように，輸入量が２０２０年９月か
ら低水準で推移したことにより国内の在庫が減少した
ためである。一方，米マツ平角は主に国内で丸太から
製材されているが，丸太輸入価格が２０２０年秋から上昇
したことが製品価格に反映されたと考えられる。
製品価格は２０２１年４月から１０月頃にかけて急激に上
昇し，その後も高水準を維持している。製品の種類に
よって価格のピークは異なるが，種類別に２０２０年１２月
と２０２１年１２月の価格と変化率を見ると，スギ 管柱
は６５，８００円／ ３，１３４，９００円／ ３，２０６％，スギ 母屋
角は６６，３００円／ ３，１２６，３００円／ ３，１９０％，ヒノキ
管柱は８４，５００円／ ３，１７２，３００円／ ３，２０４％，米マツ平角
は６３，３００円／ ３，１２０，９００円／ ３，１９１％，米ツガ防腐
土台は９７，６００円／ ３，１２９，８００円／ ３，１３３％，スギ 間
柱は６６，７００円／ ３，１２４，６００円／ ３，１８７％，ホワイトウッ
ド 間柱は６０，０００円／ ３，１３１，４００円／ ３，２１９％と，
米ツガ防腐 土台を除いて価格が２倍前後に上昇して
いる。ヒノキ 管柱の価格は２０２１年１１月をピークに
下落が続いているが，その他の国産材製材品の価格も
２０２１年秋にピークを迎えた後は横ばいで推移してい
る。一方，輸入材である米ツガ防腐 土台とホワイ
トウッド 間柱の価格のピークは２０２２年６月となって
おり，国産材に比べて約半年ピークが遅くなっている
が，これは２０２１年３月から円安が急速に進行したため
であると考えられる。なお，米マツ平角については

２０２２年１月以降の価格データが公表されていないこと
から，この期間の動向は分からない。
その他の木材製品であるスギ集成管柱，ホワイト
ウッド集成管柱，針葉樹合板について２０１９年１月から
２０２２年７月の価格の推移を見たものが図―２である。ス
ギ集成管柱とホワイトウッド集成管柱の価格は２０２０年
１月から２０２１年３月まで２，０００円／本前後で推移してきた
が，後者は２０２１年３月から，前者は４月から上昇に転じ
るとともに，価格差が開いていった。スギ集成管柱の
価格は２０２１年１０月まで急激に上昇を続け３，５００円／本に
達し，その後は微増，横ばいで推移している。ホワイ
トウッド集成管柱も１０月まで急騰して５，１００円／本に達
した後，微増，横ばいで推移したが，２０２２年７月に下
落に転じた。針葉樹合板の価格は２０２１年４月から上昇
し始めたが，１１月まではその上昇速度は緩やかであっ
た。しかし，１２月以降は上昇速度が高まり，２０２２年３
月には２，０００円／枚を超え，その後も上昇を続けてい
る。最高値時の価格は，２０２１年３月の価格に対してス
ギ集成管柱が１８１％（２０２２年４～６月），ホワイトウッド
集成管柱が２７４％（２０２２年１月～２月），針葉樹合板が
１９２％（２０２２年７月）であり，特に輸入材の高騰が顕著
であった。

２ 丸太価格
主な丸太について２０１９年１月から２０２２年７月の価格の
推移を見たものが図―３である。スギ中丸太（末口１４～
２２ ）およびスギ中丸太（末口２４～２８ ）の価格は２０２１
年５月から急激に上昇して夏にピークに達した後，横
ばいもしくは漸減傾向で推移している。ヒノキ中丸太

図―２ 集成材および針葉樹合板の価格の推移
出典：農林水産省「木材統計」，「木材価格」より著者作成。



の価格は２０２１年４月から急激に上昇して１０月にピーク
に達した後，下落を続けている。カラマツ中丸太は
２０２１年６月から上昇し始めたが，その増加率は緩やか
で，ピークを迎えるのは２０２２年６月である。米マツ丸
太は２０２０年１０月から上昇を続けている。２０２２年１月以
降の価格は公表されていないが，貿易統計の輸入価格
からその後も上昇が継続していると考えられる。スギ
合板用丸太はカラマツ中丸太と同様に推移しており，
他の国産材と異なった動きを見せている。
製品価格に連動する形で丸太価格も上昇したが，そ
の変化率は製品に比べて小さかった。最高値時の価格
は，２０２１年１２月の価格に対して，スギ中丸太（末口
１４～２２ ）が１３５％（２０２１年８～９月），スギ中丸太（末
口２４～２８ ）が１３６％（２０２１年８月），ヒノキ中丸太が
１８０％（２０２１年１０月），カラマツ中丸太が１４０％（２０２２
年６月），米マツ丸太が１４６％（２０２１年１２月），スギ合板
用丸太が１４９％（２０２２年７月）であり，最も変化率が高
いヒノキでも１８０％，スギやカラマツは１５０％を下回っ
ている。なお，米マツについては２０２２年１月以降の価
格が公表されていないが，先に見た米マツ丸太の輸入
価格から推測すると，２倍程度まで上昇していると考
えられる。
丸太価格と変動幅の地域差を見たものが表―１であ
る。スギとヒノキについては県別統計の対象となって
いる都道府県数が多いことから抜粋して示してある。
また，価格指数は２０２０年１２月の価格を１００とした値で

あり，網掛けは価格指数が最も高かった月である。ス
ギ中丸太（末口１４～２２ ）について見ると，２０２０年１２
月時点において価格が全国平均を上回っているのは栃
木，徳島，愛媛，熊本，宮崎で，特に四国や九州で高
くなっている。価格のピーク時期が早いのは九州で，
変化率も高くなっている。その他の地域では全国平均
よりも遅い時期にピークを迎えている。また，ピーク
時の変化率が低いのは福島，栃木，徳島となってい
る。スギ中丸太（末口２４～２８ ）についても同様の
傾向が見られる。ヒノキ中丸太では，２０２０年１２月時点
において価格が全国平均を上回っているのは福島，栃
木，岡山，愛媛，宮崎となっている。価格のピーク時
期が早いのは中国，四国，九州で東に行くにしたがっ
てピーク時期が遅くなる傾向が見られる。ピーク時の
変化率は多くの県で全国平均を上回っているが，福
島，栃木，岡山では１５０前後と低くなっている。カラ
マツ中丸太では，２道県のデータしかないが，２０２０年
１２月時点の価格は岩手と北海道で５，０００円／ ３以上の差
がある。ピークを迎えるのは両道県とも２０２２年の６月
以降で，岩手のピーク時の変化率は全国平均に比べて
非常に高くなっている。スギ合板用丸太も４県のデー
タしかないが，２０２０年１２月時点において価格が全国平
均を上回っているのは宮城と島根で，ピークを迎える
のは宮城を除いて２０２２年の６月以降となっている。
ピーク時の変化率は秋田が最も高く，島根が最も低く
なっている。

図―３ 丸太価格の推移
出典：農林水産省「木材統計」，「木材価格」より著者作成。
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表―１ 丸太価格の地域別推移
スギ中丸太（１４―２２ 、３．６５―４．０ ）

２０２０年１２月
の価格
（円／ ３）

価 格 指 数
２０２１ ２０２２
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

全 国 １３，４００ １０１ ９９ １００ １０１ １１６ １３１ １３３ １３５ １３５ １３４ １３１ １２８ １２６ １３１ １３３ １３１ １３４ １３３ １３１
岩 手 １１，５００ １０３ １０２ １０３ １１０ １１３ １１７ １２０ １２０ １２３ １２５ １２９ １３１ １３４ １４０ １４３ １４５ １５１ １５６ １５５
秋 田 １０，９００ １０２ １０５ １０６ １０６ １０６ １０７ １０９ １１７ １２０ １２５ １２４ １２４ １２４ １３４ １３５ １３７ １３９ １３９ １３９
福 島 １３，１００ ９８ ９２ ９２ ８７ ９６ ９７ ９９ ９５ ９９ ９９ １０４ １０８ １１１ １１１ １１１ １０２ １０１ １０３ １０８
栃 木 １３，８００ １００ １００ １００ １００ １１２ １１２ １１２ １１２ １１２ １１２ １１２ １２０ １２０ １２０ １２０ １２０ １２０ １１２ １１２
岐 阜 １３，３００ １００ １００ １００ １００ １００ １１３ １１３ １２１ １２１ １２５ １２５ １２５ １２５ １２５ １２５ １３３ １３８ １３８ １３８
三 重 １２，０００ １０６ １０４ １０８ １１１ １１９ １２８ １３２ １３４ １４３ １４３ １４３ １４３ １４３ １４４ １４５ １５１ １５５ １５２ １４５
奈 良 １１，６００ １００ １０９ １０９ １１３ １１４ １３１ １３１ １３１ １３１ １３２ １３２ １３２ １４５ １４５ １４５ １５４ １５４ １５４ １５０
岡 山 １０，５００ １０６ １１０ １１５ １２６ １２６ １３０ １３６ １３６ １３２ １３２ １３２ １３６ １３１ １３１ １３１ １３１ １４６ １４６ １３６
徳 島 １４，５００ １００ １００ １００ １０２ １０２ １１４ １１４ １１９ １１９ １２１ １２１ １２１ １２１ １２１ １２１ １２１ １２１ １２１ １２１
愛 媛 １５，８００ １０１ １０１ ９７ １０１ １０１ １１５ １２６ １２７ １２７ １２６ １２５ １１８ １１８ １３２ １４５ １４６ １４５ １４５ １３２
熊 本 １４，４００ １０３ １０３ １０３ １０３ １２７ １５２ １２５ １５１ １５１ １５１ １４９ １４６ １３５ １４９ １４９ １３２ １４８ １５１ １４９
宮 崎 １４，１００ ９９ ９６ ９７ ９８ １２３ １４０ １４６ １４５ １４８ １４６ １３３ １２７ １２２ １２６ １２８ １２６ １２６ １２６ １２４

スギ中丸太（２４―２８ 、３．６５―４．０ ）

２０２０年１２月
の価格
（円／ ３）

価 格 指 数
２０２１ ２０２２
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

全 国 １４，０００ １０１ １０１ １０１ １０３ １１５ １３０ １３６ １３６ １３６ １３５ １３４ １３０ １３０ １３２ １３２ １２９ １３１ １３１ １２９
岩 手 １２，９００ １０３ ９９ １００ １０６ １０７ １０７ １０９ １１４ １１２ １１６ １１７ １２１ １２４ １２８ １３３ １３６ １４３ １４２ １４０
秋 田 １３，９００ １０３ １０６ １０７ １０６ １０５ １０６ １１０ １１５ １１７ １２５ １２９ １２９ １３１ １３５ １３７ １３９ １３９ １４０ １４１
福 島 １３，２００ ９７ ９２ ９０ ９０ １００ ９８ ９７ ９４ ９８ ９７ １０９ １０６ １０４ １１２ １０６ １０４ １０５ １０５ １０５
栃 木 １６，３００ ９９ ９９ １００ １００ １１３ １１０ １１０ １１０ １１０ １１０ １１０ １１３ １０９ １０９ １０９ １０９ １０９ １０４ １０４
岐 阜 １５，３００ １００ １００ １００ １００ １００ １０８ １０８ １１６ １１６ １２２ １２２ １２２ １２０ １２２ １２２ １２９ １２９ １２９ １２９
三 重 １３，４００ １００ １０２ １０４ １１０ １１６ １２３ １２２ １２２ １２７ １３３ １３３ １３６ １３７ １３９ １４６ １５１ １５１ １５１ １４３
奈 良 １３，５００ １００ １０４ １０４ １０７ １０８ １２４ １２４ １２４ １２５ １２６ １２６ １２４ １３６ １３６ １３６ １４６ １４５ １４４ １３９
岡 山 １０，６００ １０５ １０９ １１４ １２５ １２４ １２８ １３３ １３２ １３４ １３２ １３４ １３５ １３５ １３５ １３５ １３５ １４５ １４５ １３６
徳 島 １５，０００ １００ １００ １００ １０２ １０２ １１４ １１４ １１８ １１８ １２１ １２１ １２１ １２１ １２１ １２１ １２１ １２１ １２１ １２１
愛 媛 １５，１００ １００ １００ １００ １０１ １０３ １１３ １２６ １３０ １３２ １３２ １２９ １２６ １２１ １２５ １２５ １２４ １２４ １２３ １２４
熊 本 １４，４００ １０８ １０７ １０７ １１１ １３３ １５７ １４４ １５７ １５６ １５６ １５３ １５０ １５０ １５３ １５２ １３７ １５３ １５１ １５３
宮 崎 １４，２００ ９９ ９６ ９６ ９８ １２５ １５１ １４９ １４６ １５０ １４６ １３７ １２８ １２５ １２８ １２７ １２６ １２３ １２４ １２３

ヒノキ中丸太（１４―２２ 、３．６５―４．０ ）

２０２０年１２月
の価格
（円／ ３）

価 格 指 数
２０２１ ２０２２
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

全 国 １８，３００ ９９ １０２ １０３ １０８ １１７ １３８ １６４ １７５ １７７ １８０ １７５ １５９ １５９ １５２ １５１ １４９ １４５ １４２ １３８
福 島 ２５，０００ ９２ ８２ ８３ １０４ １２１ １２２ １２４ １２４ １２５ １３２ １３９ １４３ １４２ １４０ １３８ １３１ １３１ １２２ １１０
栃 木 ２０，１００ １００ １００ １００ １０１ １２３ １４４ １４４ １４３ １４３ １４４ １４５ １５０ １５５ １５４ １４９ １４８ １４８ １４３ １４３
岐 阜 １８，１００ ９８ ９８ １００ ９８ １０２ １４９ １５４ １７０ １７２ １７５ １８０ １６１ １６９ １６０ １６０ １６０ １５２ １４９ １４７
三 重 １３，４００ １０２ １０４ １０５ １０８ １１８ １５４ １６３ １８８ １９８ ２０３ １９０ １８５ １９１ ２０１ ２０１ ２０３ １９６ １８３ １７０
奈 良 １４，２００ １０４ １１１ １１１ １１５ １１５ １４１ １４１ １５５ １９０ ２１１ ２１１ ２０３ ２１１ ２１１ ２１１ ２０４ １９６ １８９ １６８
岡 山 ２１，２００ １０１ １０１ １０２ １０７ １１１ １１６ １５０ １４５ １４４ １４２ １４０ １２８ １０５ １０４ １２４ １３２ １１７ １１５ １１３
愛 媛 ２１，１００ １００ １００ １００ １０４ １０６ １２４ １８５ ２０２ ２１０ ２１７ １８８ １４９ １４３ １３７ １３４ １２９ １３３ １３４ １３１
高 知 １８，０００ ９７ １０６ １０６ １０６ １１３ １２２ １４６ １８８ １７６ １７４ １８２ １６０ １６６ １６２ １５１ １５２ １５１ １４７ １４９
熊 本 ２０，８００ １００ １０１ １０１ １０５ １３１ １６１ １８０ １７６ １５９ １６２ １７２ １３８ １４６ １３３ １３２ １３０ １３５ １３６ １２９
大 分 １４，３００ ８５ １００ １０７ １２０ １２５ １７１ ２０４ ２１５ ２１４ ２０４ ２０２ ２００ １９１ １７６ １６４ １３８ １２３ １０８ １３３
宮 崎 １９，８００ ９７ ９６ ９４ １００ １１１ １３９ １６１ １８８ １７２ １７２ １６８ １６４ １５８ １５２ １３９ １２８ １２５ １２６ １２１

カラマツ中丸太（１４―２８ 、３．６５―４．０ ）

２０２０年１２月
の価格
（円／ ３）

価 格 指 数
２０２１ ２０２２
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

全 国 １２，４００ １００ １０１ １００ １００ １０１ １０６ １０８ １０９ １１１ １１２ １１３ １１３ １１６ １１７ １１９ １２１ １２９ １４０ １３７
北海道 １１，９００ １００ １０１ １００ １００ １００ １０５ １０７ １０８ １１０ １１１ １１２ １１２ １１５ １１４ １１６ １１８ １２２ １３３ １３０
岩 手 １７，４００ １０１ １０１ １０１ １０２ １０５ １０８ １１６ １１６ １２０ １２０ １２１ １２１ １２２ １３７ １４５ １４７ １８１ １８４ １８５

スギ合板用丸太（１８ 上）

２０２０年１２月
の価格
（円／ ３）

価 格 指 数
２０２１ ２０２２
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

全 国 １０，９００ １００ １０１ １０２ １０４ １０５ １０９ １１０ １１３ １１４ １１７ １２３ １２８ １３０ １４２ １４４ １４７ １４８ １４８ １４９
岩 手 ９，６００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １０３ １１０ １１８ １２２ １２９ １３１ １３９ １４７ １４７ １４７ １５７ １５１
宮 城 １１，１００ ９８ ９８ ９８ ９８ ９８ １００ １００ １００ １０５ １０７ １２０ １３０ １３８ １４８ １４８ １４８ １４８ １４８ １４８
秋 田 １０，３００ １００ １００ １００ １０３ １０２ １０３ １０３ １０９ １１１ １１２ １２５ １２９ １３７ １６２ １６７ １７４ １７３ １７３ １７６
島 根 １２，０００ ９９ １０６ １０７ １０７ １０８ １０８ １１０ １１５ １１９ １２３ １２４ １２４ １１９ １２４ １２５ １２８ １３０ １２９ １３１

出典：農林水産省「木材統計」，「木材価格」より著者作成。
注：価格指数は２０２０年１２月を１００とした値である。
網掛けは丸太価格指数が最も高かった月である。



このように，スギおよびヒノキの製材用丸太価格の
ピークは西日本で早く，かつ価格の上昇率も高い傾向
が見られた。ウッドショックにより国産材製品への需
要が急増したが，その主たる供給者となった大規模な
製材工場や集成材工場は東日本に比べて西日本に集中
しているために，丸太の需給逼迫が早期かつ急激に発
生したからだと考えられる。逆に東北では合板工場が
集中している一方で大規模製材工場は西日本に比べて
少ないことから，価格の上昇が緩やかであった。しか
し，ロシアのウクライナ侵攻によってカラマツ単板の
輸入が２０２２年３月に停止されたことにより，製材用の
カラマツだけでなくスギについても合板用需要が急増
したことによって需給が逼迫し，価格のピークが遅く
なったと考えられる。

Ⅳ 木材輸入の実態

１ 輸入材の用途
日本において建築用材として使用される輸入材の用
途を見ると，木造軸組工法では，大規模住宅供給者の
場合，２０２０年においては輸入材の割合が高い順に横架
材（９１％），柱材（５１％），羽柄材（４４％），土台等（３２％），面
材（２３％）となっている。供給規模の小さい工務店に
おいては，横架材や柱材の輸入材率はこれよりも低い
が，多くの輸入材が使用されている（８）。樹材種につい
ては，横架材では米マツの製材や集成材，レッドウッ
ド（ ）と呼ばれる欧州アカマツやホワイトウッド
（ ）と呼ばれる欧州トウヒの集成材が，柱材では

や の集成材が，土台では米ツガ，米マツ，
などの製材や集成材が，羽柄材では や米マツ，ロ
シアアカマツなどの製材が主に使用されている。ツー
バイフォー（木造枠組壁）工法では，近年は国産材の
割合が高まってきているものの， の製材が多く使
用されている。
輸入材は丸太で輸入され国内で加工される製材や集
成材と，ラミナ（製材）で輸入され国内で加工される
集成材，製品で輸入される製材や集成材に大別され
る。こうした輸入・加工形態の違いを踏まえて，次節
以降では輸入の変化を整理する。

２ 北米からの輸入
北米すなわち米国とカナダから輸入される主な木材
は，米マツ丸太，米マツの小角，小割類，米ツガの小
角，小割類， のツーバイフォー材である。これら
について２０１９年１月から２０２２年７月までの輸入量と輸入

価格の推移を整理する。
米マツ丸太（ コード：４４０３２５５００）は米国とカナ
ダから輸入されているが，米国がその約３分の２を占め
ている。米国からの年間輸入量はウッドショック最中
の２０２１年においても１４７万 ３と，ウッドショック前で
ある２０１９年の１４２万 ３，２０２０年の１５１ ３万から大きな
変化はない。しかし，価格については２０２０年秋から上
昇を続けており，上昇前の約２．５万円／ ３から２０２１年末
には４万円／ ３を超え，さらに２０２２年４月には５万円／ ３

を超えた（図―４）。カナダからの年間輸入量も２０１９年
７２万 ３，２０２０年２１万 ３，２０２１年６８万 ３と，ウッドショッ
ク時の減少は見られない。価格については２０２１年２月
を底に上昇に転じ，その後は米国と同様に上昇傾向で
あるが，米国よりも価格水準は低い（図―５）。両国の
合計で見ても，輸入量は２０１９年２１４万 ３，２０２０年１７２万
３，２０２１年２１５万 ３とウッドショック時の減少は見ら
れない。ただし，価格については２０２０年中頃には２．５
万円／ ３程度であったが，２０２２年中頃には５万円／ ３を
超えており，価格上昇が続いている（図―６）。なお，
米国内の木材価格は２０２２年２月をピークに低下してお

図―４ 米国からの米マツ丸太の輸入量と価格の推移
出典：財務省「貿易統計」より著者作成。
注： コード：４４０３２５５００。

図―５ カナダからの米マツ丸太の輸入量と価格の推移
出典：財務省「貿易統計」より著者作成。
注： コード：４４０３２５５００。
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り（９），３月以降の価格上昇は円安の進行の影響と考え
られる。
製材品では，丸太の場合とは異なり，明らかな輸入
量の減少が見られ，価格も上昇している。小角，小割
類に該当すると考えられるプレナーもしくはモルダー
掛けされた製材品について見ると，米マツ（ コー
ド：４４０７１９３２０）については，２０２０年後半から米国か
らの輸入量は低水準で推移している。年間輸入量は
２０１９年１９万 ３，２０２０年１５万 ３，２０２１年９万 ３と明らか
な減少が見られる。一方で，価格は２０２１年初頭には４
万円／ ３台であったが，その後上昇を続け同年１２月に
は１０万円／ ３を超えた。２０２２年に入って一旦下落する
も，その後再び上昇し，１０万円／ ３以上で推移してい
る（図―７）。カナダについては，年間輸入量は２０１９年
１７万 ３，２０２０年１２万 ３，２０２１年１３万 ３と，２０２０年 以
降は２０１９年より少なく，特に米国内で住宅需要の増加
により木材の不足と高騰が顕著になった２０２０年後半か
ら，日本でウッドショックの影響が本格化した２０２１年
中頃にかけての輸入量が少なくなっている。価格につ
いても，米国と同様の傾向が見られる（図―８）。

米ツガ（ コード：４４０７１９３１０）については，米国
からの輸入は僅かであることから，カナダのみについ
て見ると，年間輸入量は２０１９年１３万 ３，２０２０年１２万
３，２０２１年１２万 ３と大きな変化はなかった。また，
米マツで見られたような２０２０年後半からの大きな減少
も見られなかったが，２０２２年に入って輸入量が大幅に
少ない水準で推移している（図―９）。

（ コー ド：４４０７１１１１０，４４０７１２１１０，４４０７１３１１０）
についても，米国からの輸入は僅かであることから，
カナダのみについて見ると，年間輸入量は２０１９年１０８
万 ３，２０２０年８６万 ３，２０２１年６４万 ３と減少が続いて
おり，２０２１年は５月から９月にかけて大幅に低い水準で
推移している。一方で，価格は２０２０年末から上昇傾向
にはあったものの２０２１年５月から急騰し，上昇が始ま
る前は３万円／ ３台であったものが２０２１年１０月には１２万
円／ ３台にまで高騰した。その後は同年１２月をピーク
に一旦低下したが，２０２２年４月より再び上昇に転じて
いる（図―１０）。

図―６ 北米からの米マツ丸太の輸入量と価格の推移
出典：財務省「貿易統計」より著者作成。
注： コード：４４０３２５５００。

図―７ 米国からの米マツ製材品の輸入量と価格の推移
出典：財務省「貿易統計」より著者作成。
注： コード：４４０７１９３２０。

図―８ カナダからの米マツ製材品の輸入量と価格の推移
出典：財務省「貿易統計」より著者作成。
注： コード：４４０７１９３２０。

図―９ カナダからの米ツガ製材品の輸入量と価格の推移
出典：財務省「貿易統計」より著者作成。
注： コード：４４０７１９３１０。



３ 欧州からの輸入
欧州（ロシアは含まない）から輸入される主な木材
は， の間柱や小割類， および の集成材用
ラミナと集成材である。これらについて２０１９年１月から
２０２２年７月までの輸入量と輸入価格の推移を整理する。

の間柱，小割類に該当すると考えられるプレ
ナーもしくはモルダー掛けされた製材品（ コード：
４４０７１２１１０）について見ると，年間輸入量は２０１９年９３
万 ３，２０２０年８１万 ３，２０２１年８０万 ３と，２０２０年 以 降
は２０１９年より少なく，特に２０２０年９月から２０２１年１０月
にかけての輸入量が少なくなっている。これにより国
内の在庫が減少して，需給がひっ迫したと考えられ
る。価格は２０２１年３月から明確な上昇に転じ，それま
で３万円／ ３台であった価格は同年１１月に８万円／ ３を
超えた後，横ばいで推移している（図―１１）。

のラミナに該当すると考えられるプレナーもし
くはモルダー掛けされていない製材品（ コード：
４４０７１２１９０）について見ると，年間輸入量は２０１９年６４
万 ３，２０２０年５３万 ３，２０２１年４７万 ３と，２０２１年 の 輸
入量が大きく減少している。また， 製材品と同
様，２０２０年９月から２０２１年１０月にかけての輸入量が少

なく，需給が逼迫したと考えられる。価格は２０２１年３
月から明確な上昇に転じ，それまで３万円／ ３前後で
あった価格は同年１１月に６万円／ ３を台に達した後，
ほぼ横ばいで推移している（図―１２）。

のラミナに該当すると考えられるプレナーもし
くはモルダー掛けされていない製材品（ コード：
４４０７１１１９０）について見ると，年間輸入量は２０１９年９４万
３，２０２０年９９万 ３，２０２１年８８万 ３と，２０２１年の輸入量
が減少している。また， ラミナと同様，２０２０年９
月から２０２１年１１月にかけての輸入量が少なく，需給が
逼迫したと考えられる。価格は２０２１年３月から明確な
上昇に転じ，それまで３万円／ ３前後であった価格は
同年１２月に７万円／ ３台に達した後，ほぼ横ばいで推
移している（図―１３）。
構造用小断面集成材（ コード：４４１８９９２３９，２０２２
年１月以降４４１８８１９９９）について見ると，年間輸入量は
２０１９年４１万 ３，２０２０年４４万 ３，２０２１年４２万 ３と大きな
変化はないが，月別では２０２０年１０月から２０２１年４月に
かけての輸入量が特に少なく，需給が逼迫したと考え
られる。価格は２０２１年６月から明確な上昇に転じ，そ
れまで５万円／ ３前後であった価格は同年１２月に１０万

図―１０ カナダからのSPF製材品の輸入量と価格の推移
出典：財務省「貿易統計」より著者作成。
注： コード：４４０７１１１１０，４４０７１２１１０，４４０７１３１１０。

図―１１ 欧州からのWW製材品の輸入量と価格の推移
出典：財務省「貿易統計」より著者作成。
注： コード：４４０７１２１１０。

図―１２ 欧州からのWWラミナの輸入量と価格の推移
出典：財務省「貿易統計」より著者作成。
注： コード：４４０７１２１９０。

図―１３ 欧州からのRWラミナの輸入量と価格の推移
出典：財務省「貿易統計」より著者作成。
注： コード：４４０７１１１９０。
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円／ ３台に達した後，さらに上昇し１２万円／ ３前後で推
移している（図―１４）。
構造用中断面集成材（ コード：４４１８９９２３２，２０２２
年１月以降４４１８８１９９２）について見ると，年間輸入量は
２０１９年３３万 ３，２０２０年３７万 ３，２０２１年３２万 ３と２０１９
年水準であったが，月別では２０２０年９月から２０２１年３月
にかけての輸入量が特に少なく，需給が逼迫したと考
えられる。価格は２０２１年６月から明確な上昇に転じ，
それまで４万円／ ３台であった価格は同年１１月に１０万
円／ ３台に達した後，さらに上昇し１２万円／ ３台で推
移している（図―１５）。

４ 小括
北米からの木材輸入は，丸太については価格の高騰
は見られたものの，輸入量については減少が見られな
かった。一方，製材品については，米国からの米マツ
小角，小割類，カナダからの米マツ小角，小割類，お
よび の輸入量の減少が顕著であった。また，輸入
量は２０２２年に入っても２０２０年以前の水準には回復して
おらず，価格も２０２１年秋をピークに低下し始めたが，
丸太と同様，円高が進行したために２０２２年４月頃から
再び上昇傾向に転じている。
欧州からの輸入量は の間柱，小割類や， お
よび のラミナといった製材品の年間輸入量は減少
したが，集成材については大きな変化はなかった。し
かし，月別に見ると２０２０年秋から２０２１年夏にかけて輸
入量が低位で推移しており，それが需給の逼迫に繋
がったと考えられる。なお，価格については，２０２２年
初頭をピークに一旦低下し始めたが，３月から円安が
進行した影響から，横ばい傾向で推移していると考え
られる。

Ⅴ 加工業者の対応

１ 製材工場
輸入製品の減少によって国産材の需要が高まった
が，それに対して国内の製材工場は供給量を増加する
ことができたのかを見るために，製材品の出荷量と在
庫量の推移を見たものが図―１６である。出荷量の推移
を見ると，２０１９年１０月の消費税増税までは８０万 ３／月
前後が出荷されていたが，その後は減少し，２０２０年は
新型コロナウイルス感染症による経済停滞の影響から
秋期を除いて７０万 ３／月を割り込む月が多かった。し
かし，ウッドショックの影響が本格化した２０２１年４月
以降は８０万 ３／月前後の水準に回復し，１１月までその
水準を維持した。在庫については，新型コロナウイル
ス感染症による経済停滞の影響から２０２０年６月にかけ
て増加したが，その後は生産調整により１６０万 ３以下
に減少し１５５万 ３前後で推移した。ウッドショックの
影響が本格化した２０２１年４月以降は，出荷量が高水準
で推移したことから徐々に減少し，１０月に１５０万 ３と
なった。その後は，再び増加に転じ，２０２２年６月には

図―１４ 欧州からの構造用小断面集成材の輸入量と価格
の推移

出典：財務省「貿易統計」より著者作成。
注： コード：４４１８９９２３９，２０２２年１月以降４４１８８１９９９。

図―１５ 欧州からの構造用中断面集成材の輸入量と価格
の推移

出典：財務省「貿易統計」より著者作成。
注： コード：４４１８９９２３２，２０２２年１月以降４４１８８１９９２。

図―１６ 製材品の出荷量と在庫量の推移
出典：農林水産省「木材統計」，「製材統計」より著者作成。



１６０万 ３を超えた。
価格の高騰が続いた２０２１年４月から１１月頃にかけて，
製材工場は在庫量を減少させていることから，８０万
３／月程度が製材工場の供給できた最大量であったと
考えられる。２０２１年５月および２０２２年１１月に実施した
国内最大規模の外材国産材製材工場および国産材製材
工場への聞き取り調査結果などを総合すると，その要
因は以下のように考えられる。増産のために加工ライ
ンのシフト数を増やそうとしても人材確保が困難なこ
と，残業で対応する場合でも労働基準法を順守すれば
残業可能時間に制約が生じることなど，人的な制約が
あった。また，資本装備面に関しては，乾燥機の容量
の制約から乾燥材の生産増加が困難なこと，新たな設
備投資を行うとしても将来の需要予測が困難であるこ
とからリスクが高いこと，また設備の導入には半年か
ら１年以上の時間を要することが問題となった。

２ 集成材工場
集成材については出荷量や在庫量に関する月別デー
タに関する統計がないことから，主に輸入ラミナから
集成材を生産する大規模集成材工場と，国産材のみか
ら集成材を生産する大規模集成材工場の２社への聞き
取り調査結果から，集成材工場の対応について見るこ
とにする。前者では２０２１年春から輸入ラミナの入荷が
減少したことから，生産調整を余儀なくされた。輸入
ラミナの不足を補うためにヒノキ集成材の生産量を増
加させるなどしたが，最大で２０％程度の減産をした時
期もあった。また，生産調整は２０２２年初頭まで続い
た。一方，後者では生産調整は行わず，ウッドショッ
ク直前に新たなラミナ製造ラインの導入が完了してい
たことから，逆に生産量が増加した。
このように，集成材工場では主たる原料が輸入材か
国産材かによって対応が異なり，輸入材を主たる原料
とする集成材工場における減産がウッドショックの要
因の１つになったと考えられる。

３ 合板工場
構造用針葉樹合板の出荷量と在庫量の推移を見たも
のが図―１７である。出荷量の推移を見ると，製材品と
同様に２０１９年１０月の消費税増税後に大きく減少し，
２０２０年８月まで低い水準で推移したが，９月以降は回復
し，月ごとの変動は大きいものの２０２２年７月まで横ば
い傾向で推移している。一方，在庫量は２０２０年１月か
ら５月にかけて１０万 ３から１５万 ３に急増した。そのた
め合板工場では減産により在庫量の削減を進め，１０月

には１０万 ３を下回る水準にまで低下し，その後は
２０２１年３月まで横ばいで推移した。ウッドショックの
影響が本格化した２０２１年４月以降には在庫量はさらに
減少し，１０月には７万 ３まで低下した。その後は多少
の増加が見られるものの，新型コロナウイルス感染症
やウッドショックの影響がなかった２０１９年の水準であ
る１０万 ３には回復していない。
ウッドショックの影響が本格化した２０２１年４月以降
に合板工場の在庫量が減少した要因としては，合板用
丸太が製材用と競合したことが挙げられる。製材用丸
太の価格が急騰したことから，素材生産事業体は丸太
の選別を以前より厳密に行うようになり，合板向けに
仕向けられる丸太が減少したため，合板工場は減産を
余儀なくされたと考えられる。

Ⅵ ウッドショックから見えた日本の木材流
通構造の課題

日本に供給される建築用木材は，国内で国産材丸太
から生産される製材品および集成材，国内で輸入丸太
や輸入ラミナなどの半製品から生産される製材品およ
び集成材，海外から完成品として輸入される製材品お
よび集成材の３つに大別される。ウッドショックは海
外からの木材供給の急激な減少によって発生すること
から，後２者の供給量の減少がその要因となりうる。
今回の第３次ウッドショックでは北米や欧州からの
供給量の減少が発生原因となったが，Ⅳで見たよう
に，供給量の変化は品目によって異なる。その要因と
して，安定的な取引を基本とする強固なサプライ
チェーンが形成されていたか否かを指摘できる。例え
ば，北米からの米マツ丸太の減少は見られなかった
が，これは長年に渡る取引によって，国内の製材工場
と北米のサプライヤーの間に強固な取引関係が築かれ

図―１７ 構造用針葉樹合板の出荷量と在庫量の推移
出典：農林水産省「木材統計」，「合板統計」より著者作成。
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ていたためであると考えられる（１０）。また，欧州からの
集成材についても，新型コロナ感染症拡大による世界
経済の変動を契機とした物流の混乱によって，コンテ
ナの不足や中継地での滞留が発生したことにより入港
が遅延したために，一時的に供給不足になったが，年
単位での供給量に大きな変化は見られなかった。一
方，供給量の減少が見られた ，米マツ， など
の製材品ついては，中心的なサプライヤーとは強固な
サプライチェーンが形成されていると考えられるが，
価格によって生産品目や仕向地を変更するサプライ
ヤーもおり，そうしたサプライヤーが北米や欧州での
製材品価格の高騰を受けて日本への供給を減少させた
ことが供給量の減少に繋がったと考えられる（１１）。
建築用木材の主な需要者は住宅供給事業であるが，
プレカット加工を受注しているプレカット工場が実質
的には木材の仕入れを行っている。著者らがこれまで
に行ったプレカット工場に対する聞き取り調査結果（１２）

から，その仕入れパターンは，国産材，輸入材を問わ
ず国内メーカーからの仕入れを主とするサプライ
チェーンと，海外生産された製品の仕入れを主とする
サプライチェーンの２つに大別される。輸入材の供給
量の減少によって国内のサプライチェーンは影響を受
けたが，そのインパクトの大きさはこれら２つのサプ
ライチェーンの形態によって大きく異なっていた。
今回のウッドショックでは後者のサプライチェーン
において木材の不足が顕著であった。そのため，不足
分を補うために通常時の仕入先とは異なる製材工場や
集成材工場に発注を行ったが，Ⅴで述べたように工場
が増産できる量には限界があった。また，２０２１年６月
および２０２２年１０月に国内最大規模の製材・集成材工場
２社に対して実施したウッドショック時における対応
に関する聞き取り調査結果によると，従来からの安定
取引がある顧客への供給を優先したことが明らかと
なった。そのため，後者のサプライチェーンに属する
プレカット工場は不足分を補うに十分な量の調達がで
きず，製品市場等の流通業者からの仕入れに奔走した
ことが，急速な製品価格の上昇につながったと考えら
れる。
一方，前者のサプライチェーンにおいては，輸入ラ
ミナの減少によって国内生産される輸入材集成材の供
給量は減少したが，国産材製品は安定供給されたこと
から，サプライチェーンの混乱は後者に比べて小さ
かったと考えられる。同様に，住宅供給事業者に関し
ても，どちらのサプライチェーンに依存しているかに
よって影響が異なったと考えられる。

将来におけるウッドショックの発生を阻止，あるい
はその影響を緩和するためには建築用材分野における
国産材の供給体制の更なる拡大，すなわち自給率の向
上が必要であることは，森林・林業白書（１３）や安藤ら（１４）

などにより既に指摘されている。著者らの見解もその
点では一致している。しかしながら，国産材の供給拡
大は丸太の供給拡大，加工工場の設備投資などが必要
なことから，達成には中長期の期間が必要である。し
たがって，現状の流通構造を踏まえて，ウッドショッ
クが再び発生した際に，その影響をなるべく小さく抑
える方法を準備しておく必要がある。このような観点
から，これまでに指摘されてきた国産材の供給拡大体
制の整備に加えて，本研究の分析結果として以下の２
点を指摘したい。
第１は海外サプライヤーとのサプライチェーンの維
持・強化である。北米からの米マツ丸太や欧州からの
集成材のように，世界的に木材需給が大きく変動する
中にあっても供給量を落とさなかった例もあるよう
に，海外からの供給量の変動を低減する上で，重要な
役割を果たすと考えられる。
第２は完成品で輸入される製品の在庫機能の強化で
ある。国産材，外材を問わず，国内で生産される製品
は安定したサプライチェーンが形成されており，輸入
量の減少による影響が少なかった一方で，完成品で輸
入される木材への依存度が高いサプライチェーンでは
影響が大きく，国内木材市場の混乱を拡大する要因と
もなった。したがって，後者では輸入材の供給量の減
少時に市場の混乱を緩和するために在庫機能の強化が
必要と考えられる。

注および引用文献
（１）立花 敏「ウッドショックはなぜ起こったか？～海外

依存から国内資源利用への示唆～」森林環境研究会編
著『森林環境２０２２』森林文化協会，２０２２年，５４～５７頁

（２）遠藤日雄「第３次ウッドショックの現状整理と今後の読
み方」『現代林業』全国林業改良普及協会，２０２１年９月
号，１２～３５頁

（３）前掲（１）
（４）前掲（２）
（５）経済産業省「どうなったウッドショック；価格の高止

まりが需要を抑制？」 ／／ ／ ／
／ ／ ／ ／２０２２０５０２

（２０２３年１月２８日閲覧）
（６）林野庁編『令和３年度森林・林業白書』，２０２２年，１５頁
（７）安藤範親，多田忠義「統計で振り返るウッドショック

と解決すべき課題」『山林』№１６５３，大日本山林会，２０２２
年，２９～３７頁



（８）林野庁編『令和３年度森林・林業白書』，２０２２年，２６頁
（９）

２０１６ ２０２２ ／／
／ ／１２３９７２８／ ／，（２０２３

年１月２８日閲覧）
（１０）著者らが２０２１年５月に実施した国内最大手の米マツ製材

工場への聞き取り調査において，調査相手は，米マツ丸
太の輸入量が減少しなかった理由として，数十年に及
ぶ取引によって生じた強固な取引関係を指摘していた。

（１１）著者らが２０１７年８月に実施したフィンランドの製材工場

５社に対する聞き取り調査の結果，日本への安定的な輸
出を行うものと，製品価格によって生産品目や仕向地
を変更するものに大別された。

（１２）筆者らは２０１７年から２０２１年にかけて，首都圏近郊に立地
する大手プレカット工場に対して，使用する木材の樹
種，材種およびその仕入先等に関する調査を実施した。

（１３）前掲（６）
（１４）前掲（７）

（２０２３年１月１３日受付；２０２３年２月１９日受理）

林業経済研究
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